
 

 

 
 
 

 

検診の 

種類 

対象者 
（令和９年３月３１日 
現在の年齢） 

内容 

大腸がん 

検診 
４０歳以上のかた 

■ 検便検査（便潜血検査）をします。自宅で２日分の便をとり、検診会場（※）また

は市役所・各支所に提出してください。（※集団健診実施日に限ります） 

胃がん 

検診 
４０歳以上のかた 

■ バリウム（造影剤）を飲んでＸ線撮影をします。 

■ 検査前は食事をとらずに胃の中を空にして検査します。 

※ 次のいずれかに該当するかたは市の胃がん検診を受けることができません。 

・ 妊娠中又は妊娠の可能性がある 

・ ペースメーカー、植込型除細動器（ICD）が入っている 

・ 持続グルコース測定器、インスリンポンプを装着しており、取り外しができない

または取り外しの許可を主治医に確認していない 

・ 腸閉塞、腸捻転の既往歴がある 

・ 下剤、バリウムで、じんましんなどのアレルギー症状（アナフィラキシーショック）

がでたことがある 

・ 胃をすべて切除している 

・ バリウムが肺や器官に入ったことがある（誤嚥） 

・ 食道や胃、十二指腸および小腸・大腸（潰瘍性大腸炎、クローン病、大腸憩室炎

など）の病気で服薬（注射）治療もしくは定期的に通院している  

・ 過去１年以内に次の手術を受けたことがある（腹腔鏡手術を含む）：腹部、心

臓、呼吸器疾患、頭部、運動器（背骨・関節など）、前立腺、子宮・卵巣などの婦人

科疾患※過去２カ月以内の胃ポリープや大腸ポリープ内視鏡手術を含む 

・ 脳出血・脳梗塞などの脳血管疾患、心筋梗塞・狭心症などの虚血性心疾患、て

んかんを１年以内に起こしたことがある 

・ 腎臓病などで水分制限がある 

・ メニエール病の治療中または自覚症状がある  

・ 検診時の血圧が 180/110mmHg以上 

・ 検診当日を含め３日間以上排便がない 

・ 撮影台から転落のおそれや撮影が困難、自立歩行が困難または撮影台の手す

りを握ることが難しい、検査のための体位変換（寝返り）ができない、体重が１３

５Kg超 

・ 人工透析をしている 

・ 在宅酸素療法をしている 

・ 人工肛門を造設している 

・ 治療していない鼠径ヘルニアがある 

・ 消化管の穿孔（穴が開いた）で治療を受けたことがある 

・ 糖尿病治療中で、検診当日に食事をしないで糖尿病の薬を飲んだ、インスリン

注射を使用した 

・ 脳圧亢進シャント（VPシャント）が入っている 

肺がん 

検診 

（結核検診） 

４０歳以上のかた 

■ 胸のＸ線写真を撮ります（胸部Ｘ線検査）。 

※ 次のいずれかに該当するかたは市の肺がん検診を受診できません。 

・ 持続グルコース測定器、インスリンポンプを装着しており、取り外しができない

または取り外しの許可を主治医に確認していない 

・ 妊娠中又は妊娠の可能性がある 

■ ６５歳以上のかたは、結核検診として年１回の胸部Ｘ線検査が義務づけられて

います。かかりつけ医等での検査予定がないかたは市の検診をお受けくださ

い。 

■ 喀たん細胞診の予約は受け付けません。検診当日の肺がんの問診で要件に該

当するか確認します。 

検 診 項 目 一 覧 

がん検診 

その他、当日の体調・問診により

検査を中止していただく場合が

ありますので、ご了承ください。 



前立腺がん 

検診 
５０歳以上の男性 

■ 血液検査（PSA検査）をします。 

 
 
 
 
 

検診の 

種類 

対象者 
（令和９年３月３１日 
現在の年齢） 

内容 

乳がん 

検診 
４０歳以上の女性 

■ マンモグラフィ撮影（乳房Ｘ線検査）をします。 

※ 次のいずれかに該当するかたは市の乳がん検診を受けることができません。 

・ 持続グルコース測定器、インスリンポンプを装着しており、取り外しができない

または取り外しの許可を主治医に確認していない 

・ 脳圧亢進シャント（VPシャント）が入っている 

・ ６か月以内のけがや手術で胸部に傷口がある 

・ 乳房の撮影体位（姿勢）が保てない 

※ 妊娠中又は妊娠の可能性のあるかた、授乳中のかた、卒乳後６か月を経過し

ていないかた、豊胸手術を受けたかた（ヒアルロン酸注入、脂肪注入、生理食

塩水バッグを含む）、ペースメーカー、植込型除細動器（ICD）を装着している

かたは、医療機関にご相談ください。また、しこりや分泌物が出るなど自覚症

状のあるかたは、医療機関を受診してください。 

 

 

 

子宮頸がん 

検診 
２０歳以上のかた 

■ 内診台で医師が子宮頸部の状態などを確認します。 

■ 子宮頸部の細胞をブラシで取り、細胞を顕微鏡で調べます。 

※ 生理中の受診はお控えください。 

※ 妊娠中又は妊娠の可能性のあるかた、子宮全摘手術を受けているかたは、医

療機関で検診をお受けください。 

※ 子宮がんの治療中または子宮頚部の異常で定期的に受診しているかたは、医

療機関にご相談ください。 

※ 次のいずれかに該当するかたは市の乳がん検診を受けることができません。 

・ 出産後（自然分娩、帝王切開）６ヶ月を経過していない、または６ヶ月経過して

いるが出血症状があるかた 

・ 中絶後３ヶ月を経過していない、または３ヶ月を経過しているが出血症状があ

るかた 

 

 

 

骨粗しょう症

検診 

①４０・４５・５０・５５・

６０・６５・７０歳の女性 

 

②７４歳までのかたの

うち、令和４～７年度

のいずれかの骨粗しょ

う症検診で要指導判

定だったかた 

■ かかとの骨に超音波をあてて、骨密度を測定します。 

骨粗しょう症検診は、５年に１度の検診です。今年度対象のかたは、ぜひ検診を

お受けください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

レディース検診 

４１歳のかた(令和９年４月１日現在)は、無料です。 
対象のかたには後日詳しいご案内を送付します。 

２１歳のかた(令和９年４月１日現在)は、無料です。 
対象のかたには後日詳しいご案内を送付します。 

55・60・６５歳のかた(令和９年３月３１日現在)は、無料です。 

対象のかたには後日詳しいご案内を送付します。 



 

 
 

検診の 

種類 

対象者 
（令和９年３月３１日 
現在の年齢） 

内容 

ピロリ菌 

検査 
２０～６５歳のかた 

■ 血液検査をします。 

※ 次のいずれかに該当するかたは市のピロリ菌検査を受けることができませ

ん。 

・ 食道、胃、十二指腸の病気で治療中である 

・ 胃の手術を受けたことがある 

・ ピロリ菌除菌治療を受けたことがある 

 

 

肝炎ウイルス 

検診 
４０歳以上のかた 

■ 血液による、B 型肝炎ウイルス・C 型肝炎ウイルスへの感染有無の検査をしま

す。 

 

 

 

その他の検診 

過去に市のピロリ菌検査を受けたことがあるかたは受診できません。 

過去に市の肝炎ウイルス検査を受けたことがあるかたは受診できません。 


